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8 月 7 日出発隊報告書（8月 7日～9 日） 

 

報告者：全日本ハム労働組合（日本ハムユニオン） 石川 

 

8 月 7 日（日） 

16時過ぎに一関インター近くの「かんぽの宿」で入浴後、どこに連れて行か

れるのかドキドキするような山あいの集落に 18時に着きました。食事、打ち合

わせも終わり、みんな、明日に向け、ドキドキ、ソワソワしています。ちなみ

にフード連合班は陸前高田に向かいます。 

 さて、今後ボランティアに行かれる方への情報です。①バスの移動といきな

りの風呂、一日目は作業がないことから、ラフ

な服装+足まわりがおすすめです。②普通の観

光バスに 7時間のるので、お尻と背中、首が痛

くなっているメンバーもいました。準備と心構

えしておいてください。③荷物ですが、宅急便

で事前に送るのもオススメです！ただお風呂

グッズ（タオル、着替え）は手荷物でもってお

いてください。④本当にソフトバンクは圏外で

す（au、ドコモは OK)。 

 

 

8 月 8 日（月） 

 おはようございます。 

昨日は初めて陸前高田に入りました。TVで

連日見てはいたものの、津波の恐ろしいと凄

まじさを肌身で感じました。作業はお寺とお

墓の草刈りでした。海風や靄により、幾分か

作業しやすかったですが、30分毎の休憩でな

ければ厳しいです。 

さて今後のボランティア参加者への情報です。①冷却シートや水で濡らすタ

オル、帽子の下に被る水で濡らす頭巾は充実しています。②お菓子、つまみ、

お酒等はベースキャンプには殆どないですが、毎日帰りにスーパーによって買

い物できます。③布団は敷き、掛け布団、毛布、枕があります。部屋が意外と

暑いので追加は要らないと思います。 

 それでは今日も一日頑張ります！ 

写真①大東ベースキャンプ 

写真②陸前高田の風景 
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8月 9日（火） 

おはようございます。 

まずは二日間終了しましたが、フード

連合班は、無事怪我や体調不良が無く、

ボランティア活動できています。ただこ

れから、慣れと見えない疲労に注意して、

作業していきます。ちなみに他の班では、

虫さされの放置により、病院に行った人

もいます。蚊は比較的少ない（いないと

いってもいいぐらい）ですが、あぶと蜂

に要注意です。 

さて昨日は田んぼと畑でのガレキ撤去作業と側溝掃除でした。海から流れて

きた物や生活用品、免許証、写真等々色々出てきました。また敷島製パンの和

田さんが、自社のあんパンを見つけ、うれしさ半分で複雑な気分に浸っていま

した。 

最後に今後のボランティア参加者への情報です。①朝晩の食事は、ボリューム

満点です！乳製品、生物（魚・卵等）、ハム・ソー

セージが無いのは残念ですが、その辺は毎日の買

い出しで補充してください。②かなり日差しが強

いです。日焼け止めに加え、日焼け後の対応も考

えておいてください。 

 今日も一日頑張ります！ 

 

※写真④はいつも昼食をしている海水浴場と明治乳業の豊田さんです。 

写真③作業終了後のフード連合班 
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8 月 7 日出発隊報告書（8月 10 日～11日） 

 

報告者：全日本ハム労働組合（日本ハムユニオン） 石川 

 

8 月 10日（水） 

三日目（10日）は、ガレキ撤去と側溝掃

除でしたが、フード連合班はガレキ撤去作

業でした。炎天下の中、休憩をこまめにと

り、全員ケガや体調不良もなく、作業を終

了しました。 

ただ、一緒に作業していた日教組の方が、

人の大腿骨の一部を見つけ、警察も駆けつ

ける騒動がありました。見つけた場所には、

ぽつんとひまわりが咲いており、早く見つ

けて欲しいとアピールしているようでし

た。 

話が変わりますが、夜は陸前高田チームで「心あわせの懇親会」が開かれま

した。１人で来ていたら味わえない、「さすが労働組合」と感じた連帯の場でし

た。まだ活動が一日残っていますが、ボランティアに来てよかったと感じまし

た。 

残り一日頑張ります！  

 

8 月 11日（木） 

今日の朝食の際、震災後５か月が経っ

たと言われ、改めて震災の大きさ、恐ろ

しさを感じました。 

最終日のボランティア活動は、引き続

きガレキ撤去と側溝掃除＋仮設トイレ設

置でした。フード連合班は、敷島製パン

の大迫さんが側溝掃除グループになり、

泥まみれになりながら作業をされました。 

３日目（10日）の夜に陸前高田チーム

メンバー全員で懇親を深めたこともあり、

連携をとりながら、また声を掛け合いながら、充実した時間をすごしました。

終了時間の１４時になると、みんな達成感のある笑顔をしており、「参加してよ

かったな～」、「まだ帰りたくないな～」という声が多く聞かれました。 

今回、普段まったく接する事のない他産別の人達と一緒に作業し、話し合い、

懇親を深められ、これが連合の力そして連帯の輪なんだと実感しました。 

 

今後の参加者への情報 

① 結構用具がそろっています。これから安全靴・皮手袋などを買おうとしてい

るのであれば、無理して買わず、ベースキャンプで借りても良いと思います
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（参加人数以上またサイズもかなりあります）。 

② 洗濯機はありますが、かなりの順番待ちです。着替えは日数分持参するのが

お勧めです。 

 

 

活動を終えて 

昨日（11日）のボランティア活動後にバ

スで無事戻ってきました（12日朝５：３０

東京駅着)。 

まずは全体として、ケガも無く、連日の

猛暑にもかかわらず、体調不良になる人も

いませんでした。 

ボランティアに参加したことで終わりで

なく、被災地への意識を持つ事、そして伝

える事、地道な支援をしていく事を継続し

ていきたいと思います。 

 

―以上― 


